
休日納税相談窓口　６月30日（日）
　　　　　　　　　午前９時～午後３時
場・問　税務課納税係ｔ内線193・194

毎月末の日曜日は納税相談・
納入窓口を開設しています

休日納入窓口　　　６月30日（日）
　　　　　　　　　午前９時～午後３時
内容　介護保険料の納入、口座振替の申込
み（通帳と銀行届出印が必要）、納入相談

場・問　高齢者支援課保険料係
　　　　ｔ内線１５８・１５９

税金

・後期高齢者医療保険料
介護保険料

電子申請用ＱＲコード

毛呂山町役場
　ｔ（２９５）２１１２
　ｆ（２９５）０７７１

　

所
得
に
応
じ
て
「
全
額
免
除
」、

「
４
分
の
３
免
除
」、「
半
額
免
除
」、

「
４
分
の
１
免
除
」
が
あ
り
ま
す
。

　

前
年
所
得
が
一
定
以
下
で
、
保

険
料
の
納
付
が
困
難
な
人
は
、
申

請
し
、
承
認
を
受
け
る
と
そ
の
期

間
の
保
険
料
の
全
額
ま
た
は
一
部

の
納
付
が
免
除
さ
れ
ま
す
。ま
た
、

30
歳
未
満
の
人
を
対
象
に
納
付
を

猶
予
す
る
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

も
あ
り
ま
す
。

※
継
続
申
請
も
で
き
ま
す
。
申
請

時
の
ご
希
望
に
よ
り
翌
年
度
以
降

も
継
続
し
て
免
除
・
猶
予
の
審
査

が
で
き
ま
す
。

注
意
／
失
業
な
ど
を
理
由
と
し
て

承
認
さ
れ
た
人
や
４
分
の
３
免

除
、
半
額
免
除
、
４
分
の
１
免

除
を
承
認
さ
れ
た
人
は
、
翌
年

度
も
申
請
が
必
要
で
す
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の　

①
年
金

手
帳
、
②
印
鑑
、
③
転
入
者
な

ど
、
所
得
状
況
が
町
で
把
握
で

き
な
い
人
は
、
所
得
状
況
を
明

ら
か
に
で
き
る
書
類
（
課
税
証

明
書
、
源
泉
徴
収
票
、
確
定
申

告
書
の
写
し
な
ど
）、
④
失
業

な
ど
を
理
由
と
す
る
場
合
は
、

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
や
雇

用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
な
ど

の
証
明
書

問　

役
場
住
民
課
国
保
年
金
係
ｔ

内
線
１
２
７
・
１
２
８

　

皆
さ
ん
の
行
政
上
の
困
り
ご
と

に
つ
い
て
相
談
相
手
と
な
る
行
政

相
談
委
員
で
長
年
、
ご
尽
力
い
た

だ
い
た
荏え
は
ら原

茂
さ
ん
の
後
任
と
し

て
、
鎌
北
隆
さ
ん
が
、
平
成
25
年

４
月
１
日
付
け
で
総
務
大
臣
か
ら

委い
し
ょ
く嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

行
政
相
談
委
員
は
、
有
識
者
の

な
か
か
ら
総
務
大
臣
が
委
嘱
し
て

い
る
も
の
で
、
住
民
の
皆
さ
ん
か

ら
行
政
に
対
す
る
意
見
・
要
望
な

ど
を
お
聞
き
し
て
、
そ
れ
ら
の
意

見
な
ど
を
行
政
運
営
に
役
立
て
る

よ
う
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

行
政
相
談
は
、
定
期
的
に
行
っ

て
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問　

役
場
総
務
課
自
治
振
興
係
ｔ

内
線
３
１
３

　

坂
戸
都
市
計
画
事
業
（
仮
称
）

入に
っ
さ
い西
東
部
土
地
区
画
整
理
事
業
環

境
影
響
評
価
準
備
書
に
係
る
公
聴

会
を
開
催
し
ま
す
。

知
ら

お

せ

国
民
年
金
保
険
料
免
除
制

度
の
お
知
ら
せ

行
政
相
談
委
員
が
決
ま
り

ま
し
た

環
境
影
響
評
価
準
備
書
公

聴
会
の
お
知
ら
せ

■図書館 ｔ (295)1015
■中央公民館 ｔ (294)1250
■東公民館 ｔ (295)2277
■歴史民俗資料館 ｔ (295)8282
 ｆ (295)8297
■総合公園体育館 ｔ (294)7179
■ウイズもろやま、社会福祉協議会
 ｔ (295)3111
 ｆ (295)7258
■保健センター ｔ (294)5511

日 ･････ 日　時　　　場 ･････ 場　所
定 ･････ 定　員　　　対 ･････ 対象者
料 ･････ 料金・費用
申 ･････ 申込み　　　問 ･････ 問合せ先
ｔ ･････ 電話番号　　ｆ ･････ ファクス番号
ｅ ･････ 電子メールアドレス
ｈ ･････ ホームページアドレス

公共施設電話案内

INFORMATION

インフォメーション

免除・猶予の承認期間
申請月 免除・猶予の承認期間 審査対象となる所得 添付する離職票

H25. 6 H24. 7 ～ H25. 6 H23 年中の所得 H24.3.31 以降の離職票

H25. 7
H24. 7 ～ H25. 6 H23 年中の所得

H24.3.31 以降の離職票
H25. 7 ～ H26. 6 H24 年中の所得

H25. 8 ～
H26. 3 H25. 7 ～ H26. 6 H24 年中の所得 H24.3.31 以降の離職票

H26. 4 ～
H26. 6 H25. 7 ～ H26. 6 H24 年中の所得 H25.3.31 以降の離職票
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場　

埼
玉
県
庁
第
３
庁
舎
講
堂

（
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
３

―
15
―
１
）

持
参
す
る
も
の  

登
録
を
希
望
す

る
古
式
銃
砲
刀
剣
類
、
刀
剣
類

（
古
式
銃
）
発
見
届
出
済
証
、

銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
通
知
書

審
査
手
数
料　

１
件
６
３
０
０
円

の
埼
玉
県
収
入
証
紙
（
役
場
会

計
課
、
埼
玉
り
そ
な
銀
行
、
県

庁
本
庁
舎
お
よ
び
第
２
庁
舎
地

下
売
店
で
購
入
可
）

問　

歴
史
民
俗
資
料
館
ｔ
２
９
５

ー
８
２
８
２

　

歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、
収
蔵

資
料
の
「
く
ん
蒸
じ
ょ
う

消
毒
」
を
行
う

た
め
、
次
の
と
お
り
休
館
と
な
り

ま
す
。

休
館
日　

７
月
８
日
月
〜
11
日
木

問　

歴
史
民
俗
資
料
館
ｔ
２
９
５

　

ー
８
２
８
２

　

個
人
住
民
税
は
、
１
月
１
日
現

在
で
埼
玉
県
内
在
住
の
住
民
に
か

か
る
市
町
村
と
県
の
税
金
で
す
。

　

個
人
住
民
税
の
納
付
書
（
普
通

徴
収
）
を
お
持
ち
の
人
は
、
７
月

１
日
月
ま
で
に
金
融
機
関
・
郵
便

日　

６
月
30
日
日
午
後
３
時

場　

中
央
公
民
館
会
議
室
１

※
公
述
申
出
者
が
な
い
場
合
は
中

止
と
な
り
ま
す
。
傍
ぼ
う
ち
ょ
う聴

の
希
望
者

は
、
開
催
の
有
無
を
お
問
い
合
わ

せ
の
う
え
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

公
述
の
申
出　

環
境
保
全
の
見
地

か
ら
意
見
の
あ
る
人
は
、
６
月

17
日
月
（
必
着
）
ま
で
に
、
県

環
境
政
策
課
ま
た
は
役
場
生
活

環
境
課
に
あ
る
公
述
申
出
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
郵

送
（
〒
３
３
０
―
９
３
０
１
所

在
地
記
入
不
要
）、
ｆ
０
４
８

―
８
３
０
―
４
７
７
０
、
ｅa

3

010-03@
p
re
f.s
a
ita
m
a
.

lg
.jp

の
い
ず
れ
か
の
方
法
で

県
環
境
政
策
課
へ
。

問　

埼
玉
県
環
境
政
策
課
ｔ
０
４

８
―
８
３
０
―
３
０
４
１

　

未
登
録
の
古
式
銃
砲
刀
剣
類
を

お
持
ち
の
場
合
は
、
警
察
署
に
発

見
の
届
出
を
済
ま
せ
、
埼
玉
県
教

育
委
員
会
の
登
録
審
査
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

審
査
日
時 

７
月
５
日
金
、
９
月

12
日
木
、
11
月
７
日
木
、
平
成

26
年
１
月
15
日
水
、
３
月
５
日

水
各
回
と
も
午
前
10
時
〜
11
時

45
分
、
午
後
１
時
〜
３
時

局
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
な
ど
で
忘
れ

ず
に
納
税
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、市
町
村
税
の
納
付
に
は
、

口
座
振
替
が
便
利
で
す
。
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

問　

役
場
税
務
課
納
税
係
ｔ
内
線

１
９
３
・
１
９
４

　

園
庭
を
開
放
し
ま
す
。
ぜ
ひ
遊

び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

日　

７
月
１
日
月
午
前
10
時
〜
11
時

場　

旭
台
保
育
園

内
容　

園
庭
で
の
自
由
遊
び
（
雨

天
時
は
ホ
ー
ル
で
遊
び
ま
す
）

対　

未
就
園
児
の
親
子　

問　

旭
台
保
育
園
ｔ
２
９
４
―

０
８
５
７

　

で
ん
き
家
計
簿
は
、
毎
月
の
電

気
の
使
用
量
や
料
金
、
省
エ
ネ
手

法
な
ど
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
簡

単
に
確
認
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

電
気
を
上
手
に
使
う
た
め
に
、

で
ん
き
家
計
簿
を
使
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。

受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス

・ 

毎
月
の
電
気
の
使
用
量
や
料
金

を
グ
ラ
フ
や
一
覧
で
確
認
で
き

ま
す
。
前
年
同
月
と
比
較
も
で

き
ま
す
。

〜
住
宅
な
ん
で
も
相
談
〜

　

住
む
人
に
優
し
い
住
宅
の
耐

震
、
新
・
増
改
築
な
ど
、
住
宅
な

ん
で
も
相
談
を
地
元
の
建
設
職
人

が
お
応
え
し
ま
す
。

日　

６
月
９
日
日
午
前
10
時
〜
午

後
３
時

場　

前
久
保
中
央
公
園
、
武
州
長

瀬
駅
前
広
場

問　

埼
玉
土
建
坂
戸
支
部
ｔ
２
８

　

１
ー
８
０
０
１

第
36
回
ふ
れ
あ
い
住
宅

デ
ー

古
式
銃
砲
お
よ
び
刀
剣
類

の
登
録
審
査
に
つ
い
て

で
ん
き
家
計
簿
を
使
っ
て

み
ま
せ
ん
か
？

歴
史
民
俗
資
料
館
臨
時
休

館
の
お
知
ら
せ

６
月
は
個
人
住
民
税
（
普
通
徴

収
分
）
の
第
１
期
の
納
期
で
す

毛呂山町役場　ｔ（295）2112・ｆ（295）0771

相
談

ご

を

『
旭
台
保
育
園
』
園
庭
開
放

・ 

一
日
の
電
気
の
使
い
方
を
診
断

し
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
っ

た
料
金
メ
ニ
ュ
ー
や
省
エ
ネ
手

法
な
ど
、
様
ざ
ま
な
ア
ド
バ
イ

ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

・ 

電
気
の
使
用
実
績
に
基
づ
き
、

他
の
電
気
料
金
メ
ニ
ュ
ー
に
変

更
し
た
場
合
の
金
額
を
試
算
し

て
比
較
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
東
京
電
力
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ｈ

h
ttp
://w

w
w
.te
p
c
o
.

c
o
.jp
/ka
ke
ib
o
/

問　

東
京
電
力
埼
玉
カ
ス
タ
マ
ー

セ
ン
タ
ー
ｔ
０
１
２
０
―
９
９

　

５
―
４
４
２
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募
集
人
数　

１
人

応
募
資
格　

児
童
と
の
あ
そ
び
な

ど
に
興
味
・
関
心
の
あ
る
18
歳

以
上
の
学
生
（
高
校
生
不
可
）

勤
務
期
間　

７
月
23
日
火
〜
８
月

31
日
土

勤
務
時
間　

火
曜
日
〜
土
曜
日
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
45
分
（
昼

休
み
１
時
間
）

勤
務
場
所　

児
童
館

賃
金　

時
給
８
０
０
円

申
・
問　

７
月
５
日
金
ま
で
に
履

歴
書
（
写
真
貼
付
）
を
児
童
館

ｔ
２
９
５
―
４
１
１
１
へ
提
出

募
集
人
数　

６
人

応
募
資
格　

19
歳
以
上
で
保
育
に

興
味
・
関
心
が
あ
る
人

勤
務
日
時　

７
月
25
日
木
〜
８
月

30
日
金
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時

賃
金　

時
給
８
０
０
円

申
・
問　

７
月
18
日
木
ま
で
に

履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
を
役

場
子
ど
も
課
保
育
係
ｔ
内
線

１
３
７
・
１
３
８
へ
提
出

募
集
人
数　

１
人

応
募
資
格　

保
育
士
資
格
を
有
す

る
人

勤
務
日
時　

月
曜
日
〜
金
曜
日
午

前
７
時
30
分
〜
午
後
４
時
（
実

働
７
時
間
45
分
／
１
日
）

勤
務
場
所　

ゆ
ず
の
里
保
育
園

賃
金　

時
給
１
０
０
０
円

採
用
日　

８
月
１
日
木

選
考
方
法　

面
接
試
験
を
実
施
し

選
考
し
ま
す
。

申
・
問　

７
月
16
日
火
ま
で
に
履

　

歴
書
（
写
真
貼
付
）
お
よ
び
保

　

育
士
証
の
写
し
を
役
場
子
ど
も

　

課
保
育
係
ｔ
内
線
１
３
７
・
１

　

３
８
へ
提
出

勤
務
内
容　

児
童･

生
徒
の
登
下

校
時
の
立り

っ
し
ょ
う哨
指
導

募
集
人
数　

若
干
名

応
募
資
格　

町
内
在
住
で
、
交
通

安
全
に
熱
意
の
あ
る
20
歳
以
上

58
歳
以
下
の
健
康
な
人

勤
務
日
時　

授
業
の
あ
る
日
の
午

前
１
時
間･

午
後
１
時
間
30
分

※
学
校
行
事
に
よ
り
、
立
哨
時
間

の
変
更
が
あ
り
ま
す
。

賃
金　

時
給
１
５
０
０
円

採
用
予
定
日　

８
月
29
日
木

申
・
問　

６
月
27
日
木
ま
で
に
履

歴
書
（
写
真
貼
付
）
を
役
場
生

活
環
境
課
交
通
防
犯
係
ｔ
内
線

２
１
３
へ
提
出

職
種　

職
業
指
導
員

勤
務
内
容　

障
害
の
あ
る
人
へ
の

職
業
指
導

募
集
人
数　

１
人

応
募
資
格　

障
害
福
祉
に
熱
意
が

あ
る
人
（
要
普
通
免
許
）

勤
務
時
間　

月
曜
日
〜
金
曜
日

（
週
３
日
程
度
）
午
前
８
時
45

分
〜
午
後
４
時
15
分

勤
務
場
所　

あ
い
あ
い
作
業
所

（
川
角
４
４
９
―
１
）

賃
金　

時
給
９
０
０
円

採
用
予
定
日　

７
月
１
日
月

申
・
問　

６
月
14
日
金
ま
で
に
履

歴
書
（
写
真
貼
付
）
を
社
会
福

祉
協
議
会（
ウ
ィ
ズ
も
ろ
や
ま
内
）

ｔ
２
９
５
―
３
１
１
１
へ
提
出

　

皆
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

●
短
歌
／
雑
詠　

１
人
３
首
以
内

●
俳
句
／
雑
詠　

１
人
５
句
以
内

●
川
柳
／
雑
詠　

１
人
５
句
以
内

●
随
筆
／
自
由
題　

１
人
１
点

　
（
原
稿
用
紙
３
枚
以
上
５
枚
以

内
、
た
だ
し
題
名
は
除
く
）

●
詩
／
自
由
題　

１
人
２
編
以
内

（
原
稿
用
紙
１
枚
以
内
、
た
だ

し
題
名
は
除
く
）

応
募
資
格　

原
則
町
内
在
住
ま
た

は
在
勤
、
在
学
者
（
近
隣
市
町

在
住
者
も
可
）

応
募
上
の
注
意
点　

作
品
は
未
発

表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

【
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
】

・ 

作
品
は
縦
書
き
、
楷か

い
し
ょ書

で
常
用

漢
字
を
使
用
し
、
漢
字
に
は
ふ

り
が
な
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

・ 

作
品
の
冒
頭
余
白
部
分
に
、
①

住
所
、
②
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

③
ペ
ン
ネ
ー
ム
（
あ
る
人
）、

④
電
話
番
号
を
明
記
し
て
く
だ

さ
い
。

【
随
筆
（
エ
ッ
セ
イ
を
含
む
）・
詩
】

・ 

作
品
は
４
０
０
字
詰
原
稿
用
紙

に
縦
書
き
、
楷
書
で
常
用
漢
字

を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。
常
用

漢
字
以
外
の
漢
字
が
使
用
さ
れ

た
場
合
は
、
主
催
者
側
で
変
更

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・ 

作
品
の
冒
頭
余
白
部
分
に
、
①

住
所
、
②
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

③
ペ
ン
ネ
ー
ム
（
あ
る
人
）、

④
電
話
番
号
、
⑤
題
名
を
明
記

し
て
く
だ
さ
い
。

・ 
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
す
る
場
合
は
、

児
童
館
夏
期
ア
ル
バ
イ
ト

募
集

あ
い
あ
い
作
業
所
臨
時
職

員
募
集

町
立
保
育
園
夏
期
ア
ル
バ

イ
ト
募
集

「
文
芸
も
ろ
や
ま
」

　
　 

第
39
号
作
品
募
集

INFORMATION

募
集
し
ま
す

交
通
指
導
員
募
集

町
立
保
育
園
臨
時
保
育
士

（
産
休
代
替
）
募
集
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度
▽
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み

申　

６
月
24
日
月
午
前
９
時
か
ら

７
月
３
日
水
（
受
信
有
効
）
ま

で
に
次
の
ア
ド
レ
ス
へ
ア
ク
セ

ス
し
て
、
説
明
に
従
い
入
力

ｈhttp
://w
w
w
.jinji-shike

n.

g
o
.jp
/ju
ke
n
.h
tm
l

▽
郵
送
ま
た
は
持
参

申　

６
月
24
日
月
か
ら
６
月
28
日

金
（
通
信
日
付
印
有
効
）
ま
で

に
人
事
院
関
東
事
務
局
（
〒
３

３
０
―
９
７
１
２
さ
い
た
ま
市

中
央
区
新
都
心
１
―
１
さ
い
た

ま
新
都
心
合
同
庁
舎
１
号
館
）

ｔ
０
４
８
ー
７
４
０
―
２
０
０

６
に
申
込
書
を
提
出

試
験
日　

▽
第
１
次
試
験
／
９
月

８
日
日
、
▽
第
２
次
試
験
／
10

月
17
日
木
〜
25
日
金
の
い
ず
れ

か
第
１
次
試
験
合
格
通
知
書
で

指
定
す
る
日
時　

問　

関
東
信
越
国
税
局
人
事
第
二

課
試
験
係
ｔ
０
４
８
ー
６
０
０

―
３
１
１
１
（
土
・
日
・
祝
日

を
除
く
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

日　

８
月
23
日
金
〜
25
日
日
（
２

泊
３
日
）

場　

木
の
村
キ
ャ
ン
プ
場
（
と
き

が
わ
町
）

随
筆
20
字
×
１
０
０
行
、
詩
20

字
×
20
行
と
し
て
く
だ
さ
い
。

・ 
句
読
点
も
一
字
と
し
ま
す
。

応
募
期
間　

６
月
10
日
月
〜
７
月

22
日
月
（
当
日
消
印
有
効
）

応
募
方
法　

中
央
公
民
館
窓
口
へ

直
接
持
参
、
ま
た
は
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。（
フ
ァ
ク
ス
可
）

※
応
募
者
全
員
に｢
文
芸
も
ろ
や

ま｣

を
差
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

入
選
以
上
に
選
ば
れ
た
応
募
者
に

は
、賞
状
と
副
賞
を
授
与
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
中
央
・
東
公
民
館
、
役

場
町
民
ホ
ー
ル
、
ウ
ィ
ズ
も
ろ
や

ま
、
図
書
館
、
山
根
荘
に
置
い
て
あ

る
募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
・
問　

中
央
公
民
館｢

文
芸
も

ろ
や
ま｣

係
（
〒
３
５
０
―
０

４
６
５
毛
呂
山
町
岩
井
西
１
―

15
―
１
）
ｔ
２
９
４
ー
１
２
５

０
、
ｆ
２
９
４
ー
１
０
４
０　

受
験
資
格　

①
平
成
25
年
４
月
１

日
に
お
い
て
高
校
ま
た
は
中
等

教
育
学
校
を
卒
業
し
た
日
の
翌

日
か
ら
起
算
し
て
３
年
を
経
過

し
て
い
な
い
人
お
よ
び
平
成
26

年
３
月
ま
で
に
高
校
ま
た
は
中

等
教
育
学
校
卒
業
見
込
み
の

人
、
②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る

人
に
準
ず
る
と
認
め
る
人

試
験
の
程
度　

高
等
学
校
卒
業
程

説
明
会　

７
月
27
日
土
午
後
２
時

か
ら
（
場
所
は
東
公
民
館
）

対　

町
内
在
住
の
小
学
３
年
生
か

ら
６
年
生
で
、
キ
ャ
ン
プ
の
全

日
程
と
説
明
会
の
両
方
に
参
加

で
き
る
人

定　

30
人
（
応
募
者
多
数
の
と
き

は
厳
正
に
抽
選
し
ま
す
）

※
兄
弟
や
友
だ
ち
同
士
で
応
募
し

た
場
合
で
も
、
抽
選
の
結
果
に
よ

り
一
緒
に
参
加
で
き
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

参
加
費　

７
０
０
０
円
（
説
明
会

の
と
き
に
集
金
し
ま
す
）

主
催　

毛
呂
山
町
青
少
年
相
談
員

協
議
会

申　

６
月
25
日
火
（
必
着
）
ま
で

に
、官
製
は
が
き
に
①
氏
名（
ふ

り
が
な
）、
②
住
所
、
③
電
話

番
号
、
④
学
校
名
、
⑤
学
年
、

⑥
保
護
者
氏
名
を
明
記
し
て
、

〒
３
５
０
―
０
４
９
３
毛
呂
山

町
中
央
２
―
１
毛
呂
山
町
教
育

委
員
会
生
涯
学
習
課
学
習
支
援

係
『
も
ろ
っ
こ
キ
ャ
ン
プ
係
』

に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。（
持

込
可
）
６
月
27
日
木
以
降
に
、

こ
ち
ら
か
ら
ご
連
絡
し
ま
す
。

※
キ
ャ
ン
プ
の
お
手
伝
い
を
し
て

く
れ
る
お
兄
さ
ん
・
お
姉
さ
ん（
中

学
生
か
ら
30
歳
ま
で
の
人
）
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
人

は
、左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
学

習
支
援
係
ｔ
内
線
５
２
１

毛呂山町役場　ｔ（295）2112・ｆ（295）0771

国
家
公
務
員
税
務
職
員
募
集

「
も
ろ
っ
こ
キ
ャ
ン
プ

２
０
１
３
」
参
加
者
募
集

皆で山
だ し

車を曳
ひ

こう

山車の曳き回し

７月 13日（土）
　　14日（日）
　午後５時 30分から

■土曜日と日曜日では、コースが変わります。
山車はどなたでも曳くことができますので、
ぜひ、皆さんで曳きに来てください。
■毛呂本郷地区以外の子どもでも太鼓の練習
に参加できます。７月１日（月）から、ほぼ
毎日毛呂本郷集会所で練習しています（時間
は午後６時から８時）。上手になって山車の上
で、太鼓を叩

たた

いてみませんか？

毛呂本郷夏祭り
問　毛呂本郷若連ｔ 090（5785）1250八木原
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日　

６
月
13
日
木
・
20
日
木
・
27

日
木
・
７
月
４
日
木
・
11
日
木

午
後
１
時
〜
３
時

場　

総
合
公
園
体
育
館

料　

２
０
０
０
円
（
体
育
館
使
用

料
・
保
険
料
含
む
、
６
月
13
日

に
納
入
し
て
く
だ
さ
い
）

持
ち
物　

体
育
館
用
運
動
靴
・
ラ

ケ
ッ
ト
（
運
動
の
で
き
る
服
装

で
ご
参
加
く
だ
さ
い
）

申　

６
月
９
日
日
ま
で
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
連
絡
先
を
記
入

の
う
え
、
フ
ァ
ク
ス
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

問　

毛
呂
山
卓
球
連
盟
ｔ
・
ｆ
２

　

９
５
―
０
６
２
４
松
田

●
Ｊ
Ａ
い
る
ま
野
梅
祭
り

日　

６
月
29
日
土
・
30
日
日
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
３
時

場　

Ｊ
Ａ
い
る
ま
野
毛
呂
山
直
売

所
前

内
容　

完
熟
梅
（
南
高
梅
、
白
加

賀
梅
）
の
販
売

※
品
物
が
な
く
な
り
次
第
終
了
し

ま
す

問　

Ｊ
Ａ
い
る
ま
野
梅
生
産
部
会

ｔ
２
９
４
―
２
０
８
９
秋
馬

●
滝
ノ
入
特
産
の
里
梅
祭
り

日　

６
月
22
日
土
・
23
日
日
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
３
時

場　

滝
ノ
入
農
産
物
直
売
所

※
品
物
が
な
く
な
り
次
第
終
了
し

ま
す
。

問　

滝
ノ
入
特
産
の
里
ｔ
２
９
４

―
２
０
８
９
秋
馬

　

ど
な
た
で
も
気
軽
に
楽
し
め
る

ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
初
心
者
も
大
歓

迎
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

日　

７
月
20
日
土
午
前
８
時
か
ら

受
付
、
午
前
８
時
30
分
開
会
式

（
小
雨
決
行
）、
午
後
３
時
終
了

予
定

場　

大
類
グ
ラ
ウ
ン
ド
ペ
タ
ン
ク

広
場

対　

一
般
（
小
学
５
年
生
以
上
）

持
ち
物　

昼
食
、
飲
み
物
を
用
意

し
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問　

７
月
５
日
金
ま
で
に

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
ｔ
２
９
４

―
７
１
０
１
、
ｆ
２
９
４
―

７
１
０
６
へ
申
込
み

※
３
人
１
組
、
ま
た
は
個
人
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
試
合
は

チ
ー
ム
戦（
各
３
人
）と
な
り
ま
す
。

個
人
で
の
申
込
者
は
、
個
人
申
込

者
同
士
で
チ
ー
ム
を
作
り
ま
す
。

　

資
料
館
周
辺
の
古
道
・
鎌
倉
街

道
、
川
角
古
墳
群
の
下
草
刈
り
と

清
掃
を
行
い
ま
す
。
文
化
財
や
自

然
を
肌
で
感
じ
な
が
ら
景
観
保
護

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

　

刈
っ
た
草
や
倒
れ
た
木
の
片
付

け
な
ど
も
行
う
の
で
、
特
別
な
道

具
が
な
く
て
も
参
加
で
き
ま
す
。

日　

６
月
29
日
土
午
前
９
時
〜
正

午
（
小
雨
決
行
）

※
途
中
か
ら
の
参
加
も
可

集
合
場
所　

歴
史
民
俗
資
料
館

内
容　

資
料
館
周
辺
の
鎌
倉
街
道

と
川
角
古
墳
群
の
下
草
刈
り
、

清
掃
な
ど

持
ち
物　

刈
払
機
な
ど
の
草
刈
り

用
具
、
作
業
の
で
き
る
服
装

問 　

歴
史
民
俗
資
料
館
ｔ
２
９

５
―
８
２
８
２

日　

６
月
23
日
日
・
30
日
日
（
全

２
回
）
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場　

図
書
館
２
階
視
聴
覚
室

定　

先
着
15
人

対　

町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

人
（
女
性
限
定
）

内
容　

▽
23
日
／
補
正
と
ゆ
か
た

き
つ
け
、
▽
30
日
／
復
習
と
帯

む
す
び

料　

無
料

持
ち
物　

ゆ
か
た
、
半は
ん
は
ば
お
び

幅
帯
、
下

駄
、
タ
オ
ル
３
枚
、
腰こ
し
ひ
も紐

４
本

以
上
、
帯
板
、
伊だ

て

じ

達
締
め
、
ゆ

か
た
用
肌
着
（
キ
ャ
ミ
ソ
ー
ル

可
）

講
師　

勇
い
さ
む

美
穂
さ
ん
（
毛
呂
山
町

立
図
書
館
職
員
）

申
・
問　

６
月
２
日
日
午
前
９
時

30
分
か
ら
図
書
館
ｔ
２
９
５
―

１
０
１
５
ま
で
申
込
み
（
電
話

可
）

日　

７
月
11
日
木
〜
12
月
19
日
木

（
毎
週
木
曜
日
午
後
７
時
〜
９

時
、
全
23
回
）

場　

ウ
ィ
ズ
も
ろ
や
ま

対　

手
話
講
習
会
入
門
課
程
修
了

程
度
で
、手
話
講
習
会
終
了
後
、

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行

INFORMATION

『
卓
球
教
室
』

『
梅
祭
り
』
を
開
催
し
ま
す

参
加

ご

を

『
ペ
タ
ン
ク
大
会
』
を
開
催

し
ま
す

図
書
館
き
も
の
講
座

『
ゆ
か
た
の
き
つ
け
』

『
文
化
財
景
観
保
護
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
』

手
話
講
習
会
「
基
礎
課
程
」

参
加
者
募
集

昨年の講座の様子
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元
町
33
―
１
）

内
容　

里
親
養
育
体
験
談
、
制
度

説
明
、
個
別
面
談

主
催　

埼
玉
県
川
越
児
童
相
談
所

共
催　

埼
玉
県
里
親
会
川
越
支

部
、
富
士
見
市
（
第
１
回
）、

川
越
市
（
第
２
回
）

定　

各
回
先
着
30
人

申　

第
１
回
／
６
月
10
日
月
か

ら
、
第
２
回
／
８
月
12
日
月
か

ら
川
越
児
童
相
談
所
ｔ
２
２
３

―
４
１
５
２
ま
で
直
接
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

料　

無
料　

※
里
親
制
度
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

埼
玉
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧

く
だ
さ
い
。
ｈh
ttp
://w

w
w
.p
r

e
f.s
a
ita
m
a
.lg
.jp
/p
a
g
e
/

sa
to
o
ya
q
a
a
.h
tm
l

問　

川
越
児
童
相
談
所
ｔ
２
２
３

―
４
１
５
２
、
役
場
子
ど
も
課

児
童
係
ｔ
内
線
１
１
３
・
１
１

４

　

障
害
福
祉
施
設
利
用
者
や
職

員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
楽
し

い
音
楽
祭
で
す
。
楽
器
の
演
奏
や

歌
あ
り
、踊
り
あ
り
、楽
し
さ
い
っ

ぱ
い
で
す
。
皆
さ
ん
で
、
ぜ
ひ
お

出
か
け
く
だ
さ
い
。

日　

６
月
23
日
日
午
後
１
時
30
分

え
る
町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
人

定　

先
着
30
人

申
・
問　

６
月
21
日
金
ま
で
に

役
場
福
祉
課
障
害
福
祉
係
ｔ

内
線
１
１
６
・
１
１
７
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
（
電
子
申

請
可
）。
詳
し
く
は
役
場
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ｈ

h
ttp
://w

w
w
.to
w
n
.

m
o
ro
ya
m
a
.sa
ita
m
a
.jp

　

私
た
ち
の
ま
わ
り
に
は
、
や
む

を
得
な
い
事
情
に
よ
り
、
家
族
と

暮
ら
す
こ
と
の
で
き
な
い
子
ど
も

た
ち
が
い
ま
す
。
こ
う
し
た
様
ざ

ま
な
背
景
を
持
つ
子
ど
も
た
ち
の

家
族
と
な
り
、
温
か
く
成
長
を
見

守
り
育
て
て
く
れ
る
里
親
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
里
親
制

度
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
た
だ
く

た
め
に
「
里
親
入
門
講
座
」
を
開

催
し
ま
す
。
子
育
て
や
里
親
に
関

心
の
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
、
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

日　

第
１
回
／
７
月
14
日
日
午
後

２
時
〜
４
時
、
第
２
回
／
９
月

14
日
土
午
後
２
時
〜
４
時

場　

第
１
回
／
ふ
じ
み
野
交
流
セ

ン
タ
ー
（
富
士
見
市
ふ
じ
み
野

東
３
―
７
―
１
）、
第
２
回
／

川
越
児
童
相
談
所
（
川
越
市
宮

〜
３
時
30
分

場　

坂
戸
市
立
勝
呂
公
民
館
（
坂

戸
市
石
井
１
５
２
６
）

出
演
団
体　

あ
い
あ
い
作
業
所
・

あ
い
あ
い
滝
ノ
入
作
業
所
・
救

護
施
設
育
心
寮
・
光
の
家
療
育

セ
ン
タ
ー
・
さ
か
ど
療
護
園
・

こ
す
も
す

問　

あ
い
あ
い
滝
ノ
入
作
業
所
ｔ

２
９
５
―
１
２
５
６

　

母
子
家
庭
の
自
立
促
進
に
向
け
、

就
業
に
必
要
な
技
能
と
知
識
を
習

得
し
、
就
職
活
動
を
充
実
さ
せ
る

機
会
と
し
て
、パ
ソ
コ
ン
教
室
（
第

２
回
平
日
コ
ー
ス
）を
行
い
ま
す
。

日　

７
月
18
日
木
、
19
日
金
午
前

10
時
〜
午
後
４
時

場　

県
川
越
地
方
庁
舎
（
川
越
市

新
宿
町
１
―
１
―
１
）

内
容　

パ
ソ
コ
ン
選
べ
る
基
礎

コ
ー
ス
（
ワ
ー
ド
か
エ
ク
セ
ル

の
選
択
）

対　

ひ
と
り
親
家
庭
の
母
ま
た
は

寡
婦

料　

無
料

定　

20
人
（
応
募
多
数
の
場
合
は

抽
選
）

申　

往
復
は
が
き
（
１
人
１
枚
）

に
①
パ
ソ
コ
ン
教
室
（
第
２
回

平
日
コ
ー
ス
）、
②
郵
便
番
号
・

住
所
、
③
氏
名
、
④
年
齢
、
⑤

電
話
番
号
を
明
記
し
て
、
７
月

４
日
木
（
必
着
）
ま
で
郵
送

（
〒
３
３
０
―
０
０
７
４
さ
い

た
ま
市
浦
和
区
北
浦
和
５
―
６

―
５
埼
玉
県
浦
和
合
同
庁
舎
内

（
公
財
）
埼
玉
県
母
子
寡
婦
福

祉
連
合
会
）

問　
（
公
財
）
埼
玉
県
母
子
寡

婦
福
祉
連
合
会
ｔ
０
４
８
―

８
２
２
―
１
９
５
１

　

高
齢
運
転
者
再
教
育
を
実
施
し

ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
運
転
技
術

や
運
転
マ
ナ
ー
を
再
確
認
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
な
お
、
高
齢
者
講
習

制
度
（
70
歳
以
上
の
免
許
更
新
時

で
の
講
習
）
と
は
異
な
り
ま
す
。

日　

６
月
12
日
水
、
26
日
水
午
後

１
時
30
分
〜
４
時
30
分
（
※
午

後
１
時
15
分
ま
で
に
お
集
ま
り

く
だ
さ
い
）

場　

お
ご
せ
自
動
車
学
校

対　

65
歳
以
上
の
人

定　

お
お
む
ね
５
人
〜
10
人

持
ち
物　

運
転
免
許
証

料　

無
料

申
・
問　

実
施
日
の
７
日
前
ま
で

に
、
役
場
生
活
環
境
課
交
通
防

犯
係
ｔ
内
線
２
１
３
に
申
込
み

（
電
話
可
）

毛呂山町役場　ｔ（295）2112・ｆ（295）0771

『
里
親
入
門
講
座
』
の
ご
案
内

『
ひ
と
り
親
家
庭
の
母
な
ど

の
パ
ソ
コ
ン
教
室
』

『
２
０
１
３
ふ
れ
あ
い
音
楽
祭
』

〜
絆　

メ
ロ
デ
ィ
ー
で
つ
な
が
れ
！
〜

『
シ
ル
バ
ー
・
ド
ラ
イ
バ
ー
・

ド
ッ
ク
』
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平
均
年
齢
30
歳
代
で
構
成
さ
れ
る

趣
味
で
お
御
輿
を
楽
し
む
団
体
で

す
。
活
動
内
容
は
、
町
内
・
近
隣

市
町
・
東
京
都
内
な
ど
、
年
間
15

か
所
ほ
ど
の
お
祭
り
に
参
加
し
て

い
ま
す
。
男
女
問
わ
ず
未
経
験
者

大
歓
迎
！　

一
日
体
験
も
可
能

で
す
。
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰

囲
気
で
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
人

は
、
ご
友
人
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う

え
、
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

会
費
／
年
額
３
０
０
０
円
（
初
年

度
入
会
金
・
半は
ん
て
ん纏

代
１
万
３
０
０

０
円
）
問

／
ｅn

a
g
a
tsu
ru
.

w
assyo

i@
g
m
a
il.c
o
m

竹
之
内

【
小
学
生
向
け
】

『
楽
し
い
フ
ラ
ッ
グ
フ
ッ
ト
ボ
ー

ル
教
室
』

日
／
６
月
１
日
土
・
８
日
土
・
15

日
土
・
29
日
土
午
後
２
時
〜
４
時

（
５
月
に
２
回
実
施
済
み
）　

定
／

20
人
程
度　

料
／
１
０
０
０
円

（
年
間
保
険
料
）　

申
／
随
時
受
付

※
通
年
実
施
し
ま
す
。

『
何
で
を
探
し
て
（
地
理
の
視
点

か
ら
）』

日
・
内
容
／
６
月
８
日
土
①
午
後

２
時
〜
２
時
40
分
（
気
候
）
②
午

後
２
時
50
分
〜
３
時
30
分
（
地

形
）、
６
月
22
日
土
①
午
後
２
時

日
／
６
月
５
日
水
午
前
10
時
〜
11

時　

場
／
養
光
保
育
園
（
０
歳
児

は
養
光
保
育
園
分
室
）　

対
／
未

就
園
児
の
親
子　

内
容
／
０
歳
児

▽
絵
本
・
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
・
育

児
相
談
、
１
歳
児
以
上
▽
絵
本
・

紙
芝
居
の
読
み
聞
か
せ
・
育
児
相

談　

料
／
無
料　

申
・
問
／
前
日

ま
で
に
養
光
保
育
園
ｔ
２
７
６
―

１
４
７
３
に
申
込
み

〜
夏
の
高
麗
川
の
小
鳥
た
ち
〜

日
／
６
月
９
日
日
午
前
９
時
（
雨

天
中
止
）　

場
／
毛
呂
山
町
高
麗

川
付
近　

集
合
／
川
角
駅
前　

料

／
３
０
０
円　

持
ち
物
／
弁
当
、

飲
み
物
、
筆
記
用
具
、
あ
れ
ば
双

眼
鏡
な
ど　

問
／
埼
玉
県
生
態
系

保
護
協
会
越
生
支
部
ｔ
２
９
４
―

２
５
２
５
宮
澤

〜
キ
ス
ゲ
咲
く
「
尾
瀬
沼
」

　
　
　
　
　
　
　

の
大
江
湿
原
〜

日
／
７
月
28
日
日
午
前
５
時
中
央

公
民
館
前
出
発　

行
き
先
／
尾
瀬

沼
（
歩
３
時
間
）　

料
／
５
０
０
０

円
（
申
込
み
時
に
集
金
）　

定
／

先
着
35
人
（
小
学
生
以
下
は
保
護

者
同
伴
）　

申
／
６
月
30
日
日
午

前
９
時
30
分
か
ら
10
時
30
分
ま
で

中
央
公
民
館
玄
関
で
受
付　

問
／

毛
呂
山
町
体
育
協
会
山
岳
部
ｔ

０
９
０
―
１
８
４
５
―
６
４
３
６

本
多

　

中
央
公
民
館
に
て
演
歌
を
愛

し
、
通
信
カ
ラ
オ
ケ
を
使
用
し
て

楽
し
ん
で
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご

参
加
を
会
員
一
同
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
見
学
も
大
歓
迎
で
す
。

日
／
毎
週
水
曜
日
午
後
１
時
〜
５

時　

場
／
中
央
公
民
館　

会
費
／

月
額
６
０
０
円
（
入
会
金
１
０
０

０
円
）　

問
／
ｔ
２
９
４
―
０
７

３
９
浜
崎

　

新
曲
お
よ
び
美
空
ひ
ば
り
の
歌

を
勉
強
し
ま
す
。
一
度
見
学
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

日
／
毎
月
第
２
、
第
４
金
曜
日
午

前
10
時
〜
正
午　

場
／
東
公
民
館

会
費
／
月
額
２
０
０
０
円
（
入
会

金
５
０
０
円
）　

問
／
ｔ
２
９
５

―
２
９
８
４
西
川

　

大
正
琴
の
音
色
を
聞
い
て
み
ま

せ
ん
か
。

日
／
７
月
７
日
日
午
後
１
時
30
分

開
演
（
午
後
１
時
開
場
）　

場
／

東
公
民
館
学
習
ホ
ー
ル
め
じ
ろ　

料
／
無
料　

問
／
ｔ
２
９
４
ー
４

８
２
８
斉
藤

　

新
舞
踊
、
民
謡
を
楽
し
く
始
め

ま
せ
ん
か
！　

た
く
さ
ん
の
人
の

入
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
初

め
て
の
人
も
大
歓
迎
！　

見
学
も

お
気
軽
に
！

日
／
毎
月
第
１
、
第
２
火
曜
日
午

後
１
時
〜
４
時　

場
／
中
央
公
民

館　

会
費
／
月
額
２
０
０
０
円

（
入
会
金
な
し
）　

講
師
／
野
田
浜

子
さ
ん　

問
／
ｔ
２
９
５
ー
５
０

３
７
谷
口

　

ス
ト
レ
ッ
チ
で
体
を
伸
ば
し
た

り
、
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
歩
い
た

り
、
体
を
動
か
し
た
り
、
ダ
ン
ス

の
基
礎
運
動
も
取
り
入
れ
た
楽
し

い
教
室
で
す
。
初
め
て
の
人
で
も

で
き
る
の
で
お
気
軽
に
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

日
／
６
月
９
日
日
、
30
日
日
午
前

11
時
10
分
〜
午
後
０
時
10
分
（
初

回
午
前
11
時
集
合
）　

場
／
東
公

民
館　

定
／
先
着
20
人
（
事
前
申

込
み
必
要
）　

料
／
無
料
（
会
場

費
負
担
あ
り
）　

持
ち
物
／
動
き

や
す
い
服
装
、上
履
き
（
運
動
靴
・

ダ
ン
ス
靴
）、
飲
み
物
、
タ
オ
ル

申
・
問
／
ｔ
０
８
０
―
４
３
５
０

―
２
２
７
３
片か
た
い
ぎ

居
木

　

聴
覚
障
害
者
の
人
と
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
を
し
な
が
ら
、
手
話
で
楽
し

く
交
流
し
ま
せ
ん
か
？　

毛
呂
山

在
住
・
在
勤
の
聴
覚
障
害
を
お
持

ち
の
人
、手
話
に
興
味
の
あ
る
人
、

一
緒
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
／
６
月
22
日
土
午
前
10
時
〜
午

後
２
時
（
予
定
）　

参
加
費
／
１
０

０
０
円　

定
／
先
着
30
人　

申
・

問
／
６
月
14
日
金
ま
で
に
毛
呂
山

手
話
サ
ー
ク
ル
ｔ
０
８
０
―
２
０

１
２
―
８
２
６
０
、
ｆ
０
４
８
―

６
１
１
―
８
６
５
６
山
口
へ
申
込

み
　

長
鶴
連
は
、
町
内
在
住
25
人
、

INFORMATION

『
養
光
保
育
園
』
子
育
て
広
場

『
第
２
回
の
び
の
び
体
操
教
室
』

『
カ
ラ
オ
ケ
サ
ー
ク
ル
花
水

木
』
会
員
募
集

『
カ
ラ
オ
ケ
サ
ー
ク
ル
す
ず

ら
ん
』
会
員
募
集

舞
踊
サ
ー
ク
ル
『
浜
百
合

会
』
会
員
募
集

『
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
』

の
お
知
ら
せ

『
町
民
ハ
イ
キ
ン
グ
』
参
加

者
募
集

大
正
琴
『
四
季
の
会
21
』

発
表
会

『
長な

が
つ
る
れ
ん

鶴
連
』
会
員
募
集

一
緒
に
お
御み

こ
し輿
を
担か

つ

ぎ
ま
せ
ん
か

『
毛
呂
山
手
話
サ
ー
ク
ル
』

交
流
会

埼
玉
平
成
中
学
・
高
等
学

校
公
開
講
座

情
報
交
換
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幼
稚
園
・
保
育
園
関
係
者
、
本
校

の
教
育
に
関
心
の
あ
る
人
、
そ
の

ほ
か
学
校
教
育
関
係
者
な
ど　

内

容
／
学
校
概
要
説
明
、授
業
見
学
、

学
校
見
学
、
質
疑
応
答　

問
／
県

立
毛
呂
山
特
別
支
援
学
校
ｔ
２
９

４
―
７
２
０
０

　

埼
玉
県
立
日
高
特
別
支
援
学
校

で
は
、
肢
体
不
自
由
特
別
支
援
学

校
お
よ
び
特
別
支
援
教
育
に
関
心

を
お
持
ち
の
人
に
学
校
公
開
を
実

施
し
ま
す
。

日
／
６
月
18
日
火
午
前
10
時
〜
午

後
０
時
40
分　

場
／
県
立
日
高
特

別
支
援
学
校
（
日
高
市
高
富
59
―

１
）　

内
容
／
本
校
の
概
要
説
明
、

授
業
お
よ
び
給
食
指
導
の
見
学
、

校
内
の
見
学
な
ど　

問
／
県
立
日

高
特
別
支
援
学
校
ｔ
０
４
２
―

９
８
５
―
４
３
９
１

　

毛
呂
山
特
別
支
援
学
校
の
生
徒

た
ち
は
、
日
々
木
工
や
農
作
業
な

ど
の
作
業
実
習
や
教
科
の
学
習
に

取
り
組
み
な
が
ら
卒
業
後
の
社
会

的
自
立
を
め
ざ
し
て
学
校
生
活
を

送
っ
て
い
ま
す
。
特
に
高
等
部
段

階
の
生
徒
た
ち
（
15
〜
18
歳
）
に

〜
２
時
40
分
（
農
業
）
②
午
後
２

時
50
分
〜
３
時
30
分
（
工
業
）　

定
／
20
人
程
度
ま
で　

申
／
６
月

６
日
木
ま
で

【
社
会
人
向
け
】

『
大
人
の
た
め
の
書
道
基
礎
講
座

①
』（
初
級
・
中
級
レ
ベ
ル
、楷
書
）

日
／
６
月
８
日
土
・
29
日
土
・
７

月
６
日
土
・
13
日
土
・
20
日
土
（
全

５
回
）
午
後
２
時
〜
５
時
（
２
月

に
中
級
・
上
級
の
小
筆
の
講
座
を

行
う
予
定
）　

定
／
20
人
程
度
ま

で　

料
／
１
５
０
０
円
（
半
紙
、

墨
汁
、
色
紙
代
）　

持
ち
物
／
書

道
用
具　

申
／
６
月
６
日
木
ま
で

【
共
通
事
項
】

場
／
埼
玉
平
成
中
学
・
高
等
学
校

問
／
埼
玉
平
成
中
学
・
高
等
学
校

(

中
高
一
貫
コ
ー
ス)

ｔ
２
９
４

―
８
０
８
０

　

埼
玉
県
立
毛
呂
山
特
別
支
援
学

校
で
は
、
一
人
ひ
と
り
の
発
達
の

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
教
育
を
推
進
し

て
い
ま
す
。
本
校
の
教
育
に
つ
い

て
ご
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た

め
、
学
校
公
開
を
行
い
ま
す
。

日
／
７
月
２
日
火
午
前
９
時
30
分

〜
正
午　

場
／
県
立
毛
呂
山
特
別

支
援
学
校　

対
／
本
校
に
入
学
・

転
学
を
考
え
て
い
る
人
、保
護
者
、

と
っ
て
「
産
業
現
場
に
お
け
る
実

習
（
就
労
体
験
）」
は
特
別
に
大

切
な
学
習
で
す
。
ぜ
ひ
、
そ
う
し

た
実
習
の
場
を
ご
提
供
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
理
解
が
生
徒

た
ち
の
未
来
へ
の
扉
を
開
き
ま

す
。
な
お
、
実
習
は
教
育
活
動
の

一
環
で
す
の
で
、
報
酬
な
ど
は
い

た
だ
き
ま
せ
ん
。
な
お
、
ご
連
絡

を
い
た
だ
け
れ
ば
、
す
ぐ
に
進
路

担
当
が
お
伺
い
し
、
生
徒
の
様
子

や
仕
事
内
容
な
ど
に
つ
い
て
ご
相

談
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問　

毛
呂
山
特
別
支
援
学
校
進
路

指
導
部
ｔ
２
９
４
―
７
２
０
０

　

混
合
６
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で

ほ
の
ぼ
の
と
楽
し
み
た
い
「
ほ
の

ぼ
の
ブ
ロ
ッ
ク
」
と
ガ
ン
ガ
ン
勝

ち
進
み
た
い
「
熱
血
ブ
ロ
ッ
ク
」

各
８
チ
ー
ム
ず
つ
募
集
し
ま
す
。

日
／
６
月
30
日
日
午
前
９
時
か
ら

場
／
総
合
公
園
体
育
館　

内
容
／

登
録
人
数
は
、
１
チ
ー
ム
12
人
ま

で
登
録
可
（
コ
ー
ト
内
で
は
必
ず

女
子
３
人
、
男
子
３
人
で
構
成
）。

ネ
ッ
ト
の
高
さ
▽
２
メ
ー
ト
ル
24

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル　

参
加
資
格
／

18
歳
以
上
で
町
内
在
住
、
在
勤
者

お
よ
び
そ
の
友
だ
ち
、
家
族
で
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
を
楽
し
ん
で
い
る
人

な
ど　

申･

問
／
６
月
10
日
月
ま

で
に
用
紙
に
①
参
加
ブ
ロ
ッ
ク

名
、
②
チ
ー
ム
名
、
③
代
表
者
氏

名
、
④
代
表
者
の
連
絡
先
、
⑤
参

加
選
手
名
・
年
齢
を
記
載
の
う

え
、
毛
呂
山
町
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連

盟
ｔ
・
ｆ
２
９
４
―
６
７
５
４
鎌

北
ま
で
申
込
み
（
６
月
22
日
土
午

後
７
時
か
ら
中
央
公
民
館
で
代
表

者
会
議
を
行
い
ま
す
）

日　

６
月
16
日
日
午
前
９
時
30
分

〜
午
後
３
時

※
雨
天
決
行
。
売
切
れ
次
第
終
了

場　

越
生
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

駐
車
場
（
越
生
町
大
字
小
杉
３

０
８
―
１
）

内
容　

①
生
梅
の
販
売（
主
に「
白

加
賀
」
と
い
う
品
種
で
梅
酒
に

最
適
。
梅
干
し
な
ど
に
も
幅
広

く
利
用
で
き
ま
す
）、
②
地
場

産
の
新
鮮
野
菜
・
山
菜
類
の
販

売
、
③
梅
料
理
講
習
会
（
梅
レ

シ
ピ
の
紹
介
、
全
２
回
、
先
着

30
人
、
無
料
）、
④
模
擬
店

問　

越
生
町
産
業
観
光
課
農
林
担

当
ｔ
２
９
２
―
３
１
２
１
内
線

１
４
７

毛呂山町役場　ｔ（295）2112・ｆ（295）0771

日
高
特
別
支
援
学
校

学
校
公
開

産
業
現
場
に
お
け
る
実
習

先
を
探
し
て
い
ま
す

『
第
２
回
も
ろ
丸
く
ん
カ
ッ

プ
』
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

毛
呂
山
特
別
支
援
学
校

平
成
25
年
度
第
１
回
学
校
公
開

梅
と
農
産
物
の
即
売
会

第
９
回
梅
フ
ェ
ア（
越
生
町
）

報
情

レレ
イ
ン

ボ
ー
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・	

中
央
公
民
館
ｔ
２
９
４
―
１
２

　

５
０
（
土
日
は
除
く
）

・	

歴
史
民
俗
資
料
館
ｔ
２
９
５
―

８
２
８
２
（
月
は
除
く
）

【
受
付
期
間
】

　

６
月
17
日
月
か
ら
６
月
28
日
金

ま
で

　

平
成
24
年
７
月
か
ら
11
月
ま
で

の
５
か
月
間
で
１
０
０
万
歩
を
達

成
し
た
人
に
対
し
、
完
歩
賞
の
授

与
と
健
康
講
座
を
行
い
ま
し
た
。

健
康
講
座
で
は
、
健
康
運
動
指
導

士
の
林
邦
生
さ
ん
を
招
き
、「
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
と
日
頃
の
習
慣
」
を

テ
ー
マ
に
、
講
義
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

問　

役
場
住
民
課
国
保
年
金
係
ｔ

内
線
１
２
８

　

町
国
民
健
康
保
険
で
は
、
昨
年

に
引
き
続
き
１
０
０
万
歩
を
め
ざ

し
て
歩
く
「
い
き
い
き
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
事
業
」
を
行
い
ま
す
。

【
内
容
】

　

受
付
の
際
、
万
歩
計
を
貸
与
し

ま
す
の
で
、
記
録
表
に
歩
数
を
記

入
し
、
平
成
25
年
11
月
30
日
ま
で

の
５
か
月
間
で
１
０
０
万
歩
を
目

指
し
て
歩
い
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

コ
ー
ス
は
自
由
。
目
標
達
成
者

に
は
、
完
歩
賞
を
贈
呈
し
、
健
康

講
座
を
行
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
昨
年
参
加
し
た
人
に

つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
貸
与
中
の

万
歩
計
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
対
象
者
】

　

町
内
に
在
住
の
40
歳
以
上
の
人

【
申
込
み
】

・	

役
場
住
民
課
国
保
年
金
係
ｔ
内

線
１
２
８
（
土
日
は
除
く
）

・	

保
健
セ
ン
タ
ー
ｔ
２
９
４
―
５

　

５
１
１
（
土
日
は
除
く
）

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
始
め
ま
せ
ん
か

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
は
、
た
く
さ

ん
の
効
能
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
な
か
で
代
表
的
な
も

の
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
血
流
を
良
く
す
る
】

　

高
血
圧
の
原
因
の
１
つ
で
あ
る

動
脈
硬
化
は
、
血
管
の
内
側
に
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
な
ど
が
付
着
し
て

血
管
が
狭
く
な
る
こ
と
で
起
こ
り

ま
す
。

　

歩
い
て
筋
肉
を
動
か
す
こ
と

で
、
毛
細
血
管
が
発
達
し
、
血
液

の
流
れ
が
良
く
な
り
、
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
の
付
着
を
防
ぎ
ま
す
。

【
体
力
の
向
上
】

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
酸
素
を
取
り

込
む
有
酸
素
運
動
の
た
め
、
実
践

す
る
こ
と
で
心
肺
機
能
が
高
ま

り
、
体
力
の
向
上
を
図
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
体
力
が
向
上
す
る
こ

と
で
風
邪
を
ひ
き
に
く
く
な
る
こ

と
が
望
め
ま
す
。

『
成
人
の
つ
ど
い
』
企
画
運
営
委
員
募
集

『
第
43
回
芸
能
発
表
会
』
出
演
者
募
集

　

来
年
、
成
人
を
迎
え
ら
れ
る
皆

さ
ん
！　

平
成
26
年
１
月
12
日

日
開
催
の
「
成
人
の
つ
ど
い
」
の

企
画
運
営
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

　

皆
さ
ん
の
意
見
や
ア
イ
デ
ィ
ア

を
い
か
し
て
、
よ
り
よ
い
つ
ど
い

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
20
歳
の

思
い
出
に
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

申
・
問　

６
月
28
日
金
ま
で
に
教

　

９
月
１
日
日
に
ウ
ィ
ズ
も
ろ
や

ま
で
行
わ
れ
る
芸
能
発
表
会
の
出

演
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

邦
舞
・
洋
舞
・
歌
・
楽
器
演
奏
・

手
品
な
ど
、
自
慢
の
芸
を
舞
台
で

発
表
し
た
い
人
、
ふ
る
っ
て
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

【
参
加
規
定
】

・	

町
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
者

・	

原
則
と
し
て
同
一
種
目
の
出
演

は
１
人
１
回
ま
で

・	

同
一
指
導
者
か
ら
の
出
演
は
２

人
（
組
）
ま
で

・	

出
演
時
間
は
、
10
人
未
満
は
原

則
５
分
ま
で
、
10
人
以
上
は
原

則
10
分
ま
で
（
準
備
・
片
づ
け

の
時
間
を
含
む
）

【
申
込
方
法
】

　

募
集
要
項
添
付
の
申
込
書
に
必

要
事
項
記
入
の
う
え
、
６
月
10
日

月
か
ら
６
月
26
日
水
午
後
４
時

（
時
間
厳
守
）
ま
で
に
中
央
公
民

館
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
み
が
多
い
場
合
、
出
演
調

整
を
お
願
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

※
詳
し
く
は
、
役
場
・
両
公
民
館

に
あ
る
募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

※
当
日
は
、
芸
能
発
表
会
運
営
に

ご
協
力
（
受
付
・
駐
車
場
整
理
な

ど
）
を
お
願
い
し
ま
す
。

問　

中
央
公
民
館
ｔ
２
９
４
―

１
２
５
０

　
「
歩
く
」
こ
と
は
、
骨

こ
つ
そ
し
ょ
う
し
ょ
う

粗
鬆
症
・
糖
尿
病
・
老
化
な
ど
を
防
い
だ
り
、

高
血
圧
を
抑
え
た
り
す
る
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
楽
し
み

な
が
ら
体
力
の
向
上
に
も
つ
な
が
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
健
康
を
手
に
入

れ
ま
し
ょ
う
。

育
委
員
会
生
涯
学
習
課
学
習
支
援

係
ｔ
内
線
５
２
２
、
ｆ
２
９
５
―

３
９
３
９

ま
で
お
申

し
込
み
く

だ
さ
い
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
効
能

国
保
い
き
い
き
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
事
業

完
歩
賞
授
与
式
お
よ
び
健
康
講
座

16広報もろやま  ６月１日号



皆
さ
ん
が
「
自
分
の
健
康
を
自
分

で
守
る
」
た
め
の
お
手
伝
い
を
し

ま
す
。
あ
な
た
の
健
康
管
理
の
た

め
に
、
ぜ
ひ
保
健
セ
ン
タ
ー
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

※
特
定
健
診
は
、
加
入
し
て
い
る

医
療
保
険
ご
と
に
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
毛
呂
山
町
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
人
は
、
保
健
セ
ン

タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
そ
れ
以
外
の
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
人
は
、
加
入
先
の
医

療
保
険
者
（
協
会
け
ん
ぽ
・
健
保

組
合
・
共
済
組
合
な
ど
）
ま
た
は
、

職
場
な
ど
の
保
険
を
担
当
す
る
係

へ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問　

保
健
セ
ン
タ
ー
ｔ
２
９
４
―

５
５
１
１

影
響
し
ま
す
。
毎
日
の
過
ご
し
方

で
、
悪
く
な
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、

改
善
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

健
康
管
理
の
た
め
健
診
の
受
診
を

　

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
特
定
健

診
後
に「
健
康
ま
毛
呂(

も
ろ)

ー

教
室
」
を
開
催
し
、
健
診
結
果
を

改
善
す
る
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
紹

介
し
て
い
ま
す
。
教
室
の
対
象
と

な
っ
た
人
に
は
案
内
が
届
き
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

点
検
で
良
く
な
い
部
分
が
見
つ

か
っ
た
場
合
に
は
、
そ
れ
を
改
善

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
健
診
も

同
じ
よ
う
に
、
受
け
る
だ
け
で
な

く
、
そ
の
結
果
を
生
か
す
こ
と
が

大
切
で
す
。
保
健
セ
ン
タ
ー
は
、

年
１
回
の
「
か
ら
だ
点
検
＝
特
定
健
診
」
を
充
分
に
生
か
し
ま
し
ょ
う
！

　

皆
さ
ん
は
、定
期
的
な
か
ら
だ
の

点
検
を
し
て
い
ま
す
か
？　

毎
日

休
ま
ず
働
い
て
い
る
か
ら
だ
も
、

自
動
車
の
安
全
点
検
と
同
じ
よ
う

に
、定
期
的
な
点
検
が
必
要
で
す
。

そ
の
点
検
と
し
て
お
す
す
め
な
の

が
特
定
健
診
で
す
。
特
定
健
診
は

生
活
習
慣
病
予
防
を
目
的
と
し
た

健
診
で
、
病
気
を
早
い
段
階
か
ら

予
測
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

健
康
は
毎
日
の
過
ご
し
方
が
大
切

　

毛
呂
山
町
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
人
の
特
定
健
診
結

果
（
平
成
20
年
度
か
ら
５
年
間
の

経
過
）
を
別
掲
の
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毛呂山町役場　ｔ（295）2112・ｆ（295）0771

毛呂山町・越生町・鳩山町障害程度区分
判定等審査会委員の紹介
問　役場福祉課障害福祉係ｔ（295）2112 内線 108

　市町村審査会は、障害者総合支援法に定める介護給付費など
の支給に関する障害程度区分の審査および判定を行うことを目
的として市町村が設置します。毛呂山町は介護保険の審査会と
同様に毛呂山町、越生町、鳩山町の３町で共同設置しています。
　４月 23 日「平成 25 年度第１回障害程度区分判定等審査会」
がウィズもろやまにおいて開催され、障害福祉保健の学識経験
を有する５人に委嘱状が交付されました。

毛呂山町・越生町・鳩山町障害程度区分判定等審査会委員（敬称略）

氏　名　 選出町 選定区分
　椎

し い な

名是
よしぶみ

文（継続） 越 生 町 保健に関する学識経験を
有する者　宮山裕

ゆ う こ

子（継続） 鳩 山 町
○斉藤　敏

さとし

（継続） 毛呂山町
福祉に関する学識経験を
有する者　松山英

え い ち

知（継続） 毛呂山町
◎丸木和子（継続） 毛呂山町
任期：平成 25 年４月１日～平成 27 年３月 31 日
◎会長　○会長の職務代理（選出区分別 50 音順）
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町営住宅への入居者を募集します

受付期間　６月 10日（月）～６月 25日（火）
　　　　　（土・日・祝日は除く）
受付場所　役場管財課財産管理係（庁舎５階）
受付時間　午前９時～正午、午後１時～５時
必要書類　入居申込書、世帯全員の住民票、課税
（所得）証明書または非課税証明書、住宅実態表、
障害者手帳の写しほか
　※必要な書類は、役場５階管財課で配付します。
入居資格　入居には資格要件があります。詳細は
役場管財課財産管理係までご確認ください。
入居予定　平成 25年７月
※入居希望者多数の場合は、選考になります。
※家賃は、世帯全員の収入により決定されます。

問　役場管財課財産管理係ｔ（295）2112 内線 543

募集団地名 募集戸数 建設年度 間取り 家賃 住所
上宿団地
１階

１戸 平成２年度 ３DK
19,600 円～　
33,400 円

毛呂本郷
254-2
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広域静
せ い え ん

苑組合越
お ご せ

生斎
さいじょ う

場からのお願い　～副
ふ く そ う ひ ん

葬品の制限について～

ゆずの里保育園で６月から一時預かり保育を開始します

INFORMATION

問　ゆずの里保育園　ｔ（294）6066

問　広域静苑組合越生斎場　ｔ（292）5955

■副葬品として制限するもの■
品　　　物　 考えられる障害

■プラスチック　
■化学繊維製品
（例）厚手の洋服、背広、セー
ター、おもちゃ、ぬいぐるみ、
化粧品など

・ダイオキシン類の発生
・急激な燃焼による温度上昇
・酸素不足による不完全燃焼
・焼骨の損傷や変色

■ガラス製品　■金属製品
（例）ビン類、メガネ、腕時計、
釣り竿、貴金属など

・火葬台車への焼き付き
・火葬炉内での爆発
・焼骨の損傷や変色

■燃えにくい物
（例）書籍、日記帳、毛布、寝具、
革製品、果物など

・火葬時間の延長
・酸素不足による不完全燃焼

■危険物
（例）化粧用スプレー缶、ラ
イター、電池など

・火葬炉内での爆発

※医療用ペースメーカーをご使用の場合は、事前に申し出て
ください。

　ゆずの里保育園では、６月３日月から一時預かり保育を実施します。保護者の就労や疾病、事故、出産な
どの理由により、一時的に家庭で保育することが困難な場合や、育児に伴う心理的、肉体的負担を解消する
ため、保育所でお子さんを一時的にお預かりして保育を行います。
【利用できる人】 毛呂山町にお住まいで、健康で集団保育が可能な満１歳から就学前までのお子さんを次の

要件にあてはまる場合にお預かりします。ただし、認可保育園入所児童は除きます。
　○非定型………保護者の就労、通学、通院、介護などで家庭での保育が困難になる人（週３日まで）
　○緊急型………保護者の疾病、災害、事故、出産、介護、看護、冠婚葬祭など、社会的にやむを得ない理

由により、緊急に家庭での保育が困難になる人（１回の利用で１か月を限度）
　○リフレッシュ型………保護者の育児に伴う心理的・肉体的負担を解消するなどの理由により一時的に保

　　　　育が必要になる人（月２日まで）
【利 用 定 員】 １日６人まで（予約順）
【利用日・時間】 月曜日～金曜日　午前８時 30分～午後５時（半日単位（午前・午後）の利用も可能です）
【お 休 み】 土曜日、日曜日、祝日および 12月 29日から１月３日　　
【利 用 料 金】 １日　1,500 円　午前８時 30分～午後５時
 半日　1,000円　午前の部（午前８時30分～午後０時30分）、午後の部（午後１時～５時）
 ※生活保護受給世帯は利用料金無料
※１日利用の場合は給食・おやつが付きます（午前のみの利用は給食、午後のみの利用はおやつが付きます）。
※アレルギーのあるお子さんは、お弁当、おやつをご持参ください。
【申込方法および利用申請】　利用を希望する場合は、月曜日から金曜日の利用日前日までの午前８時 30分
から午後５時の間に、ゆずの里保育園に電話でお申し込みください。また、利用日当日、一時預かり保育
利用申込書に必要事項を記入し、併せて利用料を納めていただきます。なお、キャンセルの場合は利用当
日の午前７時 30分から８時 30分までにご連絡ください。

【当日持参していただく持ち物】
　◇健康保険証の原本または写し（保護者本人確認のため）　
　◇生活保護受給証の写し（該当する人のみ）
　◇着替え（２組程度）、ハンドタオル１枚、バスタオル２枚、食事セット (スプーン、フォーク、箸など )、コッ
プ、帽子、２歳未満児は手

てぬぐい

拭とエプロン、汚れもの用ビニール袋、おむつ（必要枚数）、おしりふき（必
要枚数）、使用済おむつを入れる袋（スーパーのビニール袋など）

　<注意 >　・服装は自由ですが、動きやすく汚れても気にならないものにしてください。靴は履きなれた
ものでお願いします。

　　　　　　・ 万が一、保育中にお子さんがケガをして通院された際には、町で加入する保険が適用されます。

　越生斎場ではダイオキシン類の発生や火葬炉内
での爆発事故などを防止するため、葬儀の際に棺

ひつぎ

に入れる副
ふくそうひん

葬品（故人の愛用品）の制限を行って
います。
　化

か せ ん

繊の洋服や毛布、プラスチック製品などは、
火葬の際の障害となりダイオキシン類の発生原因
にもなります。また、化粧用スプレー缶やペース
メーカーなども爆発を起こし、火葬従事者が怪

け が

我
をしたり火葬炉を傷めたりする恐れがあります。
　これらが原因で、火葬時間が長くかかり、焼

しょうこつ

骨
が損傷・変色することもあり、ご遺族の皆さんに
とりましても思わぬ結果となってしまうことがあ
ります。
　このようなことを防ぐため、副葬品については、
手紙や生花などの少量にしてくださるようご協力
をお願いします。
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問　役場総務課消防防災係ｔ（295）2112 内線 314

　毛呂山町では、住民の生命、身体および財産を災害
から守るため、災害対策基本法第４２条の規定に基づ
き「毛呂山町地域防災計画」を定めています。
　このたび、東日本大震災で明らかになった課題や土
砂災害警戒区域の指定を受けたことによる新たな課題
について、その対策を地域防災計画に盛り込み、自助・
共助・公助の連携とそれぞれの役割を再認識し、毛呂
山町の防災力の向上を図るため、「毛呂山町地域防災計
画」を見直しました。
主な見直しのポイント
①避難所設置・運営に関する見直し、②災害時要援護
者対策の見直し、③災害情報通信に使用する通信手段
の充実、④土砂災害対策に関する修正、⑤備蓄物資
に関する修正、⑥毛呂山町災害対策本部の組織改編、
⑦帰宅困難者対策、⑧放射能汚染対策に関する改正
防災計画の構成
①総則
　計画の目的、町の概況など基本的事項および防災関係機
関の業務内容

②風水害・事故災害対策編
　風水害対策として、予防計画、応急対策計画、復旧計画
など、災害が発生する恐れがある場合などの防御対策および
災害が発生した場合の被害拡大を防止するための各種対応策
　事故災害対策として、火災対策、放射性物資および原子
力発電所事故災害対策、鉄道事故災害対策など町で発生す
ることが予想される事故災害についての各種対応策
③震災対策編
　地震による災害に対しての被害想定、予防計画、応急対
策計画、復旧計画および東海地震の警戒宣言に伴う対応な
どに対応した各種対応策
④資料編
　防災関係機関の連絡先一覧、避難所一覧、土砂災害警戒
区域および土砂災害特別警戒区域一覧、備蓄資機材等保有
状況、災害時の応援協定などの各種資料
避難所・避難場所の見直し
　泉野小学校を新たに避難所として指定しました。それに
伴い利用地区も見直しました。また、災害時要援護者対策
の見直しに伴い、福祉避難所を９つ設置しました。

○避難所・避難場所一覧
種　別 施設名 住　所 電話番号 利用地区

1 避難所 総合公園 大谷木 443 294-7101 大谷木、葛貫、権現堂、宿谷、ジョイム毛呂山
2 避難場所 大類グラウンド 大類 717 295-5300 西戸、東原団地、目白台自治会、大類、苦林、玉林寺
3 避難場所 岩井グラウンド 岩井西 2-31-1 ― いわい団地、ゆずの木台
4 避難場所 ウィズもろやま（福祉会館）岩井西 5-16-1 295-3111 シャルマンコーポ毛呂山自治会、大師 2区
5 避難所 毛呂山小学校 岩井西 4-2-1 294-0009 毛呂本郷、大師 1区
6 避難所 毛呂山中学校 岩井西 4-12-1 294-0019 小田谷、長瀬 1,2,3、第 3団地、第 4団地、双葉団地
7 避難所 川角小学校 川角 1271 294-1142 前久保、川角、西原団地
8 避難所 川角中学校 川角 264 294-0142 第 2 団地 1,2,3,4,5,6、第 5団地

9 避難所 光山小学校 市場 475 294-3032 毛呂山台、日生団地、第 6団地、谷端団地、第 9団地、第 13 団地、新南
台自治会、むさし野自治会、旭台団地北、旭台団地南、旭台（大）、旭台

10 避難所 泉野小学校 岩井 353 295-3591 平山、平山ニュータウン、沢田、総庭団地、岡本団地、箕和田
11 避難場所 前久保中央公園 前久保南 4-17-5 ― 第 1団地 1,2,3,4A,4B,5、第 7団地
12 避難所 (学 ) 山口学院埼玉平成高等学校 市場 333-1 295-1212 下川原、学園台、角木団地、日化団地
13 避難所 老人福祉センター山根荘 阿諏訪 1527 294-5545 滝ノ入、阿諏訪
14 避難場所 城西大学硬式野球場 西大久保 62-25 276-5570 西大久保、市場
15 避難所 旧埼玉県立毛呂山高等学校 西大久保 525 286-9473 全域
16 避難所 埼玉県立毛呂山特別支援学校 川角 1024-1 294-7200 全域
17 避難所 (学 ) 山口学院埼玉平成中学校 下川原 375 294-8080 全域
※避難所は、体育館やグラウンドなど両方を備えている場所で体育館など屋内で避難生活ができる場所
※避難場所は、グラウンドなど屋外で避難生活ができる場所
※ウィズもろやま（福祉会館）は、耐震工事終了後に避難所として指定する。

○福祉避難所
名　称 受入対象 所在地 電話番号

1 特別養護老人ホーム　ななふく苑 高齢者 西大久保 766-1 276-5311
2 地域活動支援センター 障害者 毛呂本郷 38 276-1493
3 光の家療育センター　第２光の家 障害児 阿諏訪 100-1 276-1362
4 悠久園デイサービスセンター 高齢者 南台 5-38-5 295-9703
5 障害者支援施設　第 3光風寮 障害者 市場 1107-1 295-9738
6 障害者支援施設　松山荘 障害者 市場 1103 295-9732
7 埼玉県立毛呂山特別支援学校 障害児 川角 1024-1 294-7200
8 毛呂山町デイサービスセンター 高齢者 川角 303-3 276-7977
9 毛呂山町保健センター 母子、妊産婦 川角 305 294-5511
※新しい地域防災計画は、役場総務課、図書館で閲覧できます。

「毛呂山町地域防災計画」を見直しました
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